
附属中ＰＴＡ…１ 附属中ＰＴＡ…８

「
つ
な
が
り
」　　
　
　

教
頭　

山
田　
　

剛

　
　

　
八
月
の
終
り
の
台
風
十
五
号

の
影
響
で
、
正
門
横
の
カ
イ
コ

ウ
ズ
の
木
が
倒
れ
た
。
何
十
年

も
附
属
中
を
見
守
っ
て
き
た
木

だ
っ
た
。
梅
雨
前
に
な
る
と
赤
い

花
を
付
け
、
正
門
周
辺
が
落
ち

た
花
で
、
ま
る
で
赤
い
絨
毯
を

敷
い
た
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
附

中
生
に
と
っ
て
、
見
慣
れ
た
光

景
の
一
つ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
今
、
そ
の
切
り
株
か
ら
、
新

し
い
枝
が
力
強
く
た
く
さ
ん
伸

び
て
い
る
。
何
と
も
す
ご
い
生
命

力
を
感
じ
る
。
時
代
が
流
れ
る

中
で
、
今
ま
で
も
こ
の
よ
う
な

光
景
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。

　
そ
し
て
、
附
属
中
も
長
い
年

月
を
か
け
て
、
姿
を
変
え
な
が

ら
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
脈
々
と

附
中
魂
を
引
き
継
い
で
い
る
の

だ
と
感
じ
る
。
今
年
は
第
九
回

同
窓
会
総
会
の
年
で
あ
っ
た
。

同
窓
生
の
先
輩
た
ち
に
感
謝
の

気
持
ち
を
抱
き
つ
つ
、
自
分
た

ち
も
未
来
の
附
中
生
へ
と
附
中

魂
を
つ
な
ぎ
た
い
。
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わ
き
た
つ
思
い
が

つ
な
が
る
こ
の
時

　
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て
迎
え

た
朝
、
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
に
は
優

勝
へ
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

自
然
と
ひ
き
し
ま
る
子
ど
も
た

ち
の
表
情
。
勝
利
を
信
じ
て
競

技
に
没
頭
す
る
選
手
の
姿
。
声

を
枯
ら
し
た
応
援
団
。
最
後
は

互
い
の
健
闘
を
た
た
え
合
い
、

次
々
と
感
謝
の
言
葉
「
あ
り
が

と
う
」
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

言
葉
を
こ
え
た
感
動
が
私
た
ち

保
護
者
の
心
に
も
響
き
、
ひ
た

む
き
な
姿
を
誇
ら
し
く
感
じ
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

一
月
〜
三
月
の
主
な
予
定

・
後
期
後
半
開
始　

一
月
八
日

・
学
年
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

二
月
二
十
二
日
〜
二
十
四
日

・
卒
業
式　

三
月
十
五
日

・
修
了
式　

三
月
二
十
五
日

・
辞
任
式　

三
月
二
十
八
日

入
賞
お
め
で
と
う

【
英
語　

暗
唱
】

第
五
十
二
回
県
中
学
校
英
語
暗
唱
大
会

第
一
位 

二
年 

戎　
　

和
夏

第
六
十
七
回
高
円
宮
杯
中
学
校
英
語
弁
論
大
会

鹿
児
島
県
予
選

第
四
位 

三
年 

松
元　

慈
緒

【
理
科　

鹿
児
島
県
標
本
展
】

（
昆
虫
の
部
）

県
知
事
賞 

三
年 

安
田
和
花
菜

入
選 

一
年 

米
沢
鮎
之
介

入
選 

三
年 

松
元　

音
旺

（
貝
の
部
）

県
教
育
委
員
会
賞 

一
年 

高
良　

卓
秀

南
日
本
新
聞
社
賞 
 

有
馬　

弘
大

特
選 

 

寺
園　

咲
花

入
選 

 

栫　

の
り
は

（
岩
石
の
部
）

県
知
事
賞 

一
年 

有
村　

航
河

鹿
児
島
市
長
賞 

二
年 

本
坊　

桃
菜

鹿
児
島
市
議
会
議
長
賞 

一
年　
 
田
淵　

愛
子

南
日
本
新
聞
社
賞 

一
年　
 
石
本　

暉
尭

特
選 

一
年　
 
大
中
原
史
音

　
 

　
 

大
小
田
駿
太

　
 

　
 

林　
　

芳 

　
 

　
 

山
本　

紫
乃

入
選 

二
年 

野
添
希
優
菜

　
 

一
年　
 
山
中　

基
暉

　
 

　
 

西
本　

佳
生

　
 

　
 

谷
口　
　

楓

　
 

　
 

川
上
ひ
な
子

　
 

　
 

江
幡　

真
希

　
 

　
 

飯
田　

素
子

（
植
物
の
部
）

特
選 

一
年 

三
原　

怜
華

　
 

　
 

三
原　

怜
馬

 

　
 

前
迫　

勇
利

入
選 

一
年 

前
田　
　

豪

　
 

　
 

山
本　

有
晟

　
 

　
 

阿
多　

美
苗

　
 

　
 

時
田
知
栄
論

　
 

　
 

柴
原　

悠
人

【
理
科　

鹿
児
島
県
研
究
記
録
展
】

県
知
事
賞 

二
年 

渡
邉
な
な
美

県
議
会
議
長
賞 
　
　
　

帖
佐　

美
佑

南
日
本
新
聞
社
賞 
　
　
　

笹
峯　

薫
佳

特
選 

　
 

堤　
　

光
翼

　
 

　
 

　

通　

大
雅

　
 

　
 

藤
本　

梨
花

　
 

　
 

森
山　

航
希

　
 

　
 

尾　
　

志
人

　
 

　
 

関　
　

美
来

入
選 

　
 

山
岸
菜
々
未

【
国
語　

作
文
】

鹿
児
島
市
中
学
生
弁
論
大
会

優
秀
賞　
 

三
年 

小
田
原
千
晶

第
三
十
七
回
「
少
年
の
主
張
鹿
児
島
県
大
会
」

優
良
賞　
 

三
年 

帖
佐　

芽
依

鹿
児
島
県
「
小
さ
な
親
切
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

県
教
育
委
員
会
賞 

二
年 

平
川　

り
え

優
秀
賞 

二
年 

余　
　

美
央

 

一
年 

吉
松　

健
斗

特
選 

二
年 

福
田　

大
起

 

一
年 

梶
原　

則
香

　

学
校
賞　
　
　
　
　

  

鹿
大
附
属
中

第
五
十
八
回
県
児
童
生
徒
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
市
審
査
）

特
選 

三
年 

中
田　

万
恋

　
 

　
 

辛
島
綺
羅
里

　
 

二
年 

別
枝　

寛
仁

　
 

一
年 

川
畑　

瑛
愛

【
美
術
】

第
八
回
南
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展

特
選 

二
年 
　

通　

大
雅

　
 

一
年 

相
場　

陸
人

入
選 

二
年 

石
井　

佑
季

　
 

一
年 

千
代
丸
怜
央

　
 

 

三
好　

伶
旺

　
 

 

田
中
源
太
郎

【
部
活
動　

文
化
部
】

第
四
十
九
回
県
中
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

「
夏
の
祭
典
」

　

金
賞　
　
　
　
　
　
　
　

  

合
唱
部

　

銀
賞　
　
　
　
　
　
　

  

吹
奏
楽
部

第
六
十
回
鹿
児
島
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

中
学
校
の
部
Ａ
パ
ー
ト

　

銀
賞　
　
　
　
　
　
　

  

吹
奏
楽
部

第
八
十
二
回
N
H
K
全
国
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
鹿
児
島
県
大
会

　

銀
賞　
　
　
　
　
　
　
　

  

合
唱
部

第
七
十
回
九
州
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
県
予
選

　

金
賞　
　
　
　
　
　
　
　

  

合
唱
部

第
七
十
回
九
州
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル　
　

　

銀
賞　
　
　
　
　
　
　
　

  

合
唱
部

【
部
活
動　

運
動
部
・
同
好
会
】

鹿
児
島
県
総
合
体
育
大
会

（
陸
上
競
技
）

　

一
年
男
子
一
〇
〇
ｍ

第
三
位　

西
山　
　

宏

鹿
児
島
市
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会

（
陸
上
競
技
）

　

一
年
女
子
走
り
高
跳
び

第
四
位　

南　

め
ぐ
み

　

一
年
男
子
一
〇
〇
ｍ
走

第
一
位　

西
山　
　

宏

（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

　

第
二
位　
　
　
　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

（
テ
ニ
ス
）

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス優

勝　
　

帖
佐　

拓
真

前
田　

大
和

（
水
泳
）

　

女
子
二
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

第
三
位　

木
之
下
ひ
よ
り

下
村　

彩
綾

和
田　

英
江

村
場　

里
咲

　

女
子
二
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー

第
二
位　

本
田
そ
よ
佳

和
田　

英
江

村
場　

里
咲

下
村　

彩
綾

　

女
子
五
〇
ｍ
自
由
形

第
一
位　

和
田　

英
江

　

女
子
一
〇
〇
ｍ
自
由
形

第
二
位　

和
田　

英
江

　

女
子
五
〇
ｍ
平
泳
ぎ

第
二
位　

下
村　

彩
綾

　

女
子
四
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

第
三
位　

下
村　

彩
綾

　

男
子
二
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

第
二
位　

木
之
下
拓
海

　

男
子
四
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

第
一
位　

木
之
下
拓
海

　

男
子
一
〇
〇
ｍ
背
泳
ぎ

第
一
位　

新
留　

晴
貴

　

男
子
二
〇
〇
ｍ
背
泳
ぎ

第
一
位　

新
留　

晴
貴

　

水
泳
競
技
の
部　

女
子
団
体　

第
三
位

第
六
十
一
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上

競
技
大
会
鹿
児
島
大
会

　

男
子
一
年
一
〇
〇
ｍ

第
二
位　

西
山　
　

宏

県
中
学
校
一
年
生
大
会

　

第
二
位　
　
　
　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

※
紙
面
の
都
合
で
全
て
の
入
賞
者
名
を

掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

多
く
の
生
徒
が
素
晴
ら
し
い
成
績
を

収
め
て
く
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
様
々
な
行
事
を
通
し
て
実
り

多
き
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る

附
中
生
の
姿
を
お
届
け
し
ま
す
。

思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

親
子
で
豊
か
な
時
間
を
お
過
ご

し
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

（
二
年
広
報
部
）

編
　
集
　
後
　
記

生
徒
会
長　
川
津　

は
な（
二-

三
）

副
会
長　
貴
島　

真
子（
二-

二
）

書
記
長　
平
川　

り
え（
二-

三
）

副
書
記
長　
土　

慶
乃
介（
一-

三
）

企
画
委
員
長　

平
川　

優
斗（
二-

二
）

副
企
画
委
員
長　

笠　
　

春
輝（
一-

四
）

教
養
部
長　
末
永　

圭
菜（
二-

二
）

徳
育
部
長　
有
留　

和
花（
二-

三
）

保
健
体
育
部
長　

柴
田
康
太
郎（
二-

四
）

情
報
部
長　
堤　
　

光
翼（
二-

一
）

顧　
　

問　
竹
下　

洋
一 

先
生

生
徒
会
本
部
役
員

新 生 徒 会 ス タ ー ト新 生 徒 会 ス タ ー ト

土土笠笠
平
川
平
川

堤堤柴
田
柴
田

竹
下
先
生

竹
下
先
生

有
留
有
留

貴
島
貴
島

川
津
川
津

平
川
平
川

末
永
末
永

全力で真剣に
それが僕らの原

点だ全力で真剣に
それが僕らの原

点だ全力で真剣に
それが僕らの原

点だ
　
こ
の
た
び
、
生
徒
会
長
に
就

任
す
る
に
あ
た
り
、
責
任
の
重

さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま

す
。
私
は
、
先
輩
と
深
め
た
「
つ

な
が
り
」
を
も
と
に
、
全
員
が

活
力
に
あ
ふ
れ
る
生
徒
会
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
夢
や
個
性
を
も
つ
生
徒

全
員
を
応
援
し
、
前
向
き
に
何

事
に
も
挑
戦
で
き
る
あ
た
た
か

な
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
や
先
生
方
の
御

協
力
・
御
指
導
に
感
謝
し
、
全

校
生
徒
で
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

生
徒
会
長
に
な
っ
て

　
　
　
　
　

 

川
津　

は
な

生
徒
会
長
に
な
っ
て

　
　
　
　
　

 

川
津　

は
な

私
の
夢

 

二
年
五
組　
　
　

 

戎　
　

和
夏

　「
附
中
に
入
学
し
て
英
語
弁

論
大
会
に
出
場
し
た
い
。」
こ
れ

は
私
が
附
属
中
を
受
検
し
た

動
機
で
し
た
。

　
小
学
校
六
年
の
時
、
附
中

の
先
輩
が
英
語
弁
論
大
会
で

入
賞
さ
れ
、
私
も
附
中
の
先

生
方
の
指
導
を
受
け
、
入
賞

し
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

今
回
、
英
語
科
の
先
生
方
の
熱

心
な
御
指
導
、
仲
間
の
助
言
の

お
陰
で
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
私
の
夢

は
来
年
の
弁
論
大
会
に
向
か
っ

て
い
ま
す
。

附
中
の
生
徒
会
本
部役員

選
挙

　
今
年
は
二
十
四
名
の
立
候
補

者
が
登
校
時
の
あ
い
さ
つ
運
動

や
昼
食
時
の
校
内
放
送
で
精
力

的
に
選
挙
運
動
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
立
会
演
説
で
は
全
員
が

附
中
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
語

り
ま
し
た
。
本
校
で
は
例
年
鹿

児
島
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

本
物
の
投
票
箱
を
お
借
り
し

て
、
本
番
さ
な
が
ら
の
投
票
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
生
生
徒

会
の
飛
躍
を
期
待
し
ま
す
。

入賞者の声入賞者の声
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運
動
会
を
終
え
て

体
育
委
員
長
　
小
丸
　
翔
太

　
今
年
は
、
附

中
生
と
し
て
最

後
の
運
動
会
で

し
た
。
三
年
生
と
し
て
、
実
行

委
員
長
と
し
て
特
別
な
運
動
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
大
変
な
事
も
あ
り
ま
し
た

が
、
毎
朝
、
校
庭
に
ラ
イ
ン
を

引
く
体
育
委
員
。
声
を
枯
ら
し

全
力
で
練
習
す
る
応
援
団
。
そ

し
て
そ
れ
を
支
え
る
仲
間
た
ち

を
見
て
い
る
と
、
胸
が
熱
く
な

り
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
運
動
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

　大雨のため順延された第65回運動会が開催されました。爽やかな
晴天の中一人一人の輝きが集結し，各団が一致団結した感動の運
動会となりました。結果は白組が3年ぶりの完全優勝！！ 応援の部は
白・赤・黄組の3組同点優勝となり新しい歴史を刻みました。　美しい光を創り出すために，何度も練習を重

ねて心のつながりが深まった文化祭となりました。
　美しい光を創り出すために，何度も練習を重
ねて心のつながりが深まった文化祭となりました。
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共に織りなす五色の光  進め希望の大空へ

3-13-1 3-33-3

やりとげ
た充実感

やりとげ
た充実感

3-43-4

リハーサル室での円陣
リハーサル室での円陣

3-23-2

舞台裏でのひととき
舞台裏でのひととき

3-53-5

緊張のス
テージ

緊張のス
テージ 応援団長・副団長応援団長・副団長

文
化
祭
を
終
え
て

文
化
祭
係
　
東
峯
　
優
作

　
未
来
ま
で
つ

な
げ
よ
う
僕
ら

の
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
。
輝
か
し
い
笑
顔
と
歌
声

で
幕
を
閉
じ
た
今
年
の
文
化
祭
。

様
々
な
と
こ
ろ
で
「
彩
光
」
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
。
共
に
全

力
で
一
つ
の
も
の
を
創
り
上
げ
る

姿
は
、
一
人
で
は
放
つ
こ
と
の
で

き
な
い
美
し
い
光
を
放
ち
、
さ

ら
に
、
一
人
一
人
を
輝
か
せ
て
い

た
。
共
に
練
習
し
て
き
た
仲
間
、

支
え
て
く
れ
た
保
護
者
や
先
生

方
に
言
葉
で
は
な
く
、「
彩
光
」

と
い
う
姿
で
思
い
を
伝
え
て
く

れ
た
文
化
祭
だ
っ
た
。

文
化
祭
を
終
え
て

実
行
委
員
長
　
齋
藤
　
瑞
樹

　
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
時
、
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
を

聞
き
な
が
ら
胸
が
熱
く
な
り
涙

が
出
ま
し
た
。
そ
し
て
、
実
行

委
員
長
と
し
て
、
全
員
で
創
り

上
げ
る
附
中
の
文
化
祭
を
誇
り

に
思
い
、
仲
間
た
ち
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。
当
日
ま
で
の
多
く
の
努
力

や
苦
労
を
共
に
経
験
し
た
か
ら

こ
そ
、
感
動
が
あ
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
文
化
祭
で
得

た
「
つ
な
が
り
」
や
「
感
動
」

を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
祭
を
終
え
て

実
行
委
員
長
　
齋
藤
　
瑞
樹

　
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
時
、
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
を

聞
き
な
が
ら
胸
が
熱
く
な
り
涙

が
出
ま
し
た
。
そ
し
て
、
実
行

委
員
長
と
し
て
、
全
員
で
創
り

上
げ
る
附
中
の
文
化
祭
を
誇
り

に
思
い
、
仲
間
た
ち
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。
当
日
ま
で
の
多
く
の
努
力

や
苦
労
を
共
に
経
験
し
た
か
ら

こ
そ
、
感
動
が
あ
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
文
化
祭
で
得

た
「
つ
な
が
り
」
や
「
感
動
」

を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「Another Face」

文
化
祭
を
終
え
て

「Another Face」「Another Face」

「ママとは呼びたくない」「ママとは呼びたくない」「ママとは呼びたくない」

「歌の贈り物」「歌の贈り物」「歌の贈り物」

「音楽の玉手箱」「音楽の玉手箱」「音楽の玉手箱」
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美術部

演劇部

合唱部

吹奏楽部

当日仲間に向けておくった言葉を集めました。
● 自分の役割をまっとうする
● みんな大好きだ　　● 本気で優勝
● バカかと思われるぐらいの大きな声を
● 情熱　どうせやるなら全力で
● 思い出に残る日に！　最高なものを創ろう
● 大人になって熱く語り合える1日にしたい

運動会 report 運動会への意気込み運動会への意気込み

　「子どもたちに本物のホールでの発表の場を」という目的
で地域のホールを利用して文化祭を開催しています。
　夏休みの課題や日頃の学習の成果を展示するコーナーで
は，高いレベルの作品を熱心に鑑賞する姿が見られました。
思いのこもったプログラムには，国文祭の年にふさわしい，
多彩な煌めきがあり，子どもたちの豊かな感性とこれから
の可能性に大きな希望を感じました。（関連記事　５面）

文化祭 report 本物の舞台体験  創造力の放つ輝き本物の舞台体験  創造力の放つ輝き

展
示
コ
ー
ナ

みんなで放つ　彩光で
輝かせよう　これからの未来を

威風堂々威風堂々威風堂々百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放

オープニングでの1コマオープニングでの1コマ

感動のフィナーレ感動のフィナーレ

文化祭を
支える支える支える支える支える支える支える支える支える支える支える支える支える支える支える支える支える支える支える

放送係展示係

照明係

係の責任をもった行
動と連携が運動会
の速やかな進行
となりました。

運動会を
支える
運動会を
支える
運動会を
支える
運動会を
支える

係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行
動と連携が運動会動と連携が運動会動と連携が運動会動と連携が運動会動と連携が運動会動と連携が運動会動と連携が運動会動と連携が運動会動と連携が運動会
の速やかな進行の速やかな進行の速やかな進行の速やかな進行の速やかな進行の速やかな進行の速やかな進行の速やかな進行の速やかな進行の速やかな進行
となりました。となりました。となりました。となりました。

係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行係の責任をもった行

出発係

放送係総務係

得点表示係



アンケート実施日
平成27年10月8日
回答数（回答率）

生　徒 ： 589名（99％）
保護者 ： 554名（93％）

御協力ありがとうございました。

附属中ＰＴＡ…５ 附属中ＰＴＡ…４

世界のリーダーシップをとるために世界のリーダーシップをとるために

　今年度も，昨年に引き続き，国立台北教育大学より8名の学生が訪れ，附属中
で教育実習を行いました。子どもたちは英語でコミュニケーションをとり，教室や
廊下で楽しく会話する姿が見られました。英語の授業だけではなく，1年生の総合
の授業での「アジア・フレンドシップ・プロジェクト」では台湾の文化や風習を
伝えていただき，今回初の試みとなった2年生の文化祭での英語の全体合唱では
発音や歌詞の意味を教えていただくなどして，交流を深めました。子どもたちは，
アジアへ興味を広げ，英語で思いを伝え，表現する喜びを感じたことでしょう。

国立台北教育大学の教育実習生とのつながり

文化祭
アジア・フレンドシップ

プロジェクト
2015年　出逢い編

英語で奏でる198人合唱　2年生英語で奏でる198人合唱　2年生
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中
学
校
の
思
い
出
＝
部
活
動

二
年
五
組
担
任

竹
下
　
洋
一

　　「
み
ん
な
が
初
心
者
」
と
い
う

軽
い
気
持
ち
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

に
入
部
し
、
環
境
に
も
恵
ま
れ
、

九
州
大
会
へ
出
場
と
い
う
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

い
つ
し
か
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に
対

し
て
の
思
い
が
、
学
校
の
先
生
に

な
り
た
い
と
い
う
夢
へ
と
変
わ
り

ま
し
た
。
教
職
に
就
き
、
十
一
年

目
に
、
こ
の
附
属
中
で
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
部
の
顧
問
に
な
っ
た
と
き

は
、
と
て
も
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
中
学
校
時
代
に
、

何
気
な
く
選
択
し
た
部
活
動
が
、

人
生
に
こ
れ
ほ
ど
影
響
を
与
え

て
く
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
経
験

と
人
と
の
つ
な
が
り
は
、
今
で
も

私
の
大
き
な
財
産
で
す
。
こ
の
二

度
と
な
い
中
学
校
時
代
に
、
み

な
さ
ん
に
も
、
人
生
を
左
右
す

る
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
積
ん

で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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　今年度の広報部のテーマは
「豊か～輝ける未来を目指して～」です。
今回は成長期の子どもの栄養を補い，
「今日も頑張って」という思いも詰まって
いるお弁当についてアンケートを実施し
ました。

　毎朝，子どもが元気に一日を過ごせるよう，工夫して作られた
お弁当を子どもたちは楽しんで食べています。リラックスするひとと
きでもあり，食べ慣れた食事に安心感を抱くようです。食を通して
自分が大切にされていると感じる時もあり，反抗期といわれる世代
ですが男女ともに感謝の気持ちを伝えてくれています。お弁当箱を
自分で洗うお子さんは全体でも少数のようですが，自立の一歩とし
て食べ終えたお弁当箱をお子さん自身で洗う機会をもうけてはいか
がでしょうか。御家庭で食事のマナーやしつけを大切にされている
ことからも，食事が豊かな心をもつ大人への成長に関わりが大きい
ことを感じました。

こだわりは「栄養のバランス」と「彩り」こだわりは「栄養のバランス」と「彩り」

御協力ありがとうございました。

　今年度の広報部のテーマは
「豊か～輝ける未来を目指して～」
今回は成長期の子どもの栄養を補い，
「今日も頑張って」という思いも詰まって
いるお弁当についてアンケートを実施し

＊彩りに気を使う
＊栄養のバランスを考える
＊野菜を入れる
＊手作り（冷凍食品を使わない）
＊体調に合わせてメニューや量
を考える

＊姿勢を正しく
＊はしを正しく使う
＊食事を残さない
＊感謝の気持ちをもって食べる
＊和食や洋食のマナーを身に付ける

＊飽きないような味付けをする
＊肉と魚をローテーションする
＊体にいい食材を使う
＊冬は温かいスープを作る

アンケートを終えてアンケートを終えて

　大多数の子どもたちが，食を通して自分が大切にされていると感じています。うま
く感謝の言葉を伝えられていない子どもは3割ほどいますが，アンケートには「面と
向かって言えないけど，いつもありがとう」「忙しい中，朝早く起きて作ってくれてあ
りがとう。おいしいよ」「これからもよろしく」などのコメントが多数寄せられました。

はい

97%

感じる

36%

30分以内

61%
1時間以内

37%
伝えている

17%
伝えている

17%

時々伝えている

55%

伝えていない

28%
伝えていない

28%
感じる

ときもある

48%

いいえ

3%

あまり感じない

13%

感じない 2% 未記入 1%
未記入 1%

 いいえの理由
＊お弁当を食べる
時間が少ない
＊たまに残して
しまう
＊少食だから

　　　　はいの理由
＊友達と話せる時間　＊おいしい
＊リラックスできる時間
＊お弁当の中身が楽しみでワクワクする
＊母の手作りが食べられる
＊授業などで疲れていても元気が出る

はい

73%

いいえ

24%

未記入 3%

お弁当から愛情が伝わっていますお弁当から愛情が伝わっています
お弁当の時間は友達と
おしゃべりする楽しいひととき
お弁当の時間は友達と
おしゃべりする楽しいひととき

1位　唐あげ
2位　卵焼き
3位　ハンバーグ

1位　唐あげ
2位　卵焼き
3位　ハンバーグ

Q.お弁当や食事で自分が大切に
されていると感じますか？（生徒）

Q.お弁当への感謝を
伝えていますか？（生徒）

好きな食べ物，No1は「唐あげ」好きな食べ物，No1は「唐あげ」
Q.お弁当に入っていたら嬉しい，好きな食べ物は何ですか？（生徒）

心も体も大きくなろう心も体も大きくなろう心も体も大きくなろう
もっと 豊かに

Q.お弁当の時間は好きですか？（生徒）

Q.お弁当作りにどのくらい時間をかけていますか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（保護者）

Q.お弁当作りの工夫，こだわりは何ですか？（保護者）

Q. 食べ終えたお弁当箱はどうしてほしいですか？（保護者）
食べ終えたお弁当箱はどうしていますか？（生徒）

　「キッチンの洗い場に
持っていく」が多数を占め
比較的満足している様子
ですが，「自分で洗ってほ
しい」と願う保護者の声
もありました。　その他にも全部おいしい，祖母

が作った梅ぼし，肉料理，果物な
どたくさんの種類がありました。

1時間以上

1%

理想と現実を比べてみました理想と現実を比べてみました 大切にしたい食事の作法は「正しい姿勢」大切にしたい食事の作法は「正しい姿勢」

お弁当作りは30分以内が過半数お弁当作りは30分以内が過半数

Q.お子さんに身に付けてほしい食事の作法はありますか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（保護者）

＊肘をつかない　＊はしの持ち方　＊音をたてない
＊姿勢を正しく　＊配ぜんを手伝う　＊食器を持つ

Q. 食事中，親からどのような注意をされますか？（生徒）

特集

カバンから
家族が出す
カバンから
自分で出す
キッチンの
洗い場に
持っていく

自分で洗う
0 10 20 30 40 50 60 70 80（％）

5%
3%

14%
7%

72%
63%

9%
24%

世界を包み込む 平和への願い 　1年生が「台湾を知り理解するために，鹿児島と台湾の違い，台湾の特色
や文化について調べ，そのことをわかりやすく伝えるためにはどうすればよい
か」を考え，日本の女の子と台湾の男の子を主人公にした劇として創りあげ，
文化祭で発表しました。違いを知るために，「習慣」「伝統芸能」「学校生活」「観
光」「食」の5つのグループに分かれて調べ，相手を尊重しながらグループ
で協力してまとめていく学びを実践し，日本の伝統文化である太鼓やダンスな
どを取り上げ堂 と々発表しました。世界へ羽ばたく未来を感じさせるプロジェ
クトになりました。

受験生への
   食事ポイント
受験生への
   食事ポイント
●風邪の予防
（鼻やのどの粘膜を守る食材）
ブロッコリー・かぼちゃ・トマト・
カラーピーマン・春菊・みか
ん・キウイなど

●本番の日はいつもの食事を！
　体調管理は毎日の積み重ねが大切です。食べ慣れない料理より，
いつもの味が安心してお子さんにとってのお守りにもなることでしょう。

●おなかの調子を整える
おし麦・さつま芋・なめこ・長芋・
のり・納豆・りんごなど
例：麦ご飯＋長芋＋のりで，
　　「とろろご飯」

　管理栄養士として活躍されている2年生
の保護者，田嶋さんにアドバイスをいただ
きました。



子どもた の健やか を願 て子どもた の健やか を願 て子子子子子どどどどどどもももももたたたた ののののののの健健健健やややややややややかかかか ををををを願願願願 ててててててて
様々な活動が行われました様々な活動が行われました

附属中ＰＴＡ…７ 附属中ＰＴＡ…６

豊かな体験学習 ～友と学び，協力し，成長し続ける附中生～

職場体験職場体験職場体験職場体験

PTA
  NEWS
PTA
  NEWS

佳作，優良賞受賞広報部
　　

九附連親睦球技大会ｉｎ宮崎総務部 校外補導の実施，及び公共
交通機関マナー実施調査

生活部
　　

鹿附連バレーボール大会
H27.6.20（土）

ピラティスの推進　体が変われば心も変わる

保健部

　口永良部島噴火災害に対する義援金を募ったとこ

ろ，ＰＴＡ会員の皆様から154,636 円の善意が寄せ

られました。一日も早い復旧を願い，県ＰＴＡ連合会

を通じて送らせていただきました。

義援金ありがとうございました

四
年
に
一
度
の
お
も
て
な
し

　

四
年
に
一
度
の
主
管
校
と
し
て
選
手

の
練
習
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
駐
車
場

の
整
理
や
進
行
、
記
録
な
ど
、
保
健

部
全
体
で
大
会
運
営
に
あ
た
り
ま
し

た
。
多
く
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
方
々
が

応
援
に
駆
け
付
け
、
手
作
り
う
ち
わ

で
声
援
を
送
り
、
そ
れ
に
こ
た
え
て

選
手
の
方
が
白
熱
し
た
好
プ
レ
ー
で
体

育
館
を
元
気
と
感
動
で
満
た
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
一
位
、
二
位
、
三
位
と
中

学
チ
ー
ム
が
独
占
し
圧
倒
的
強
さ
を

誇
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
附
中
の
協
働

で
成
功
し
た
素
晴
ら
し
い
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　朝，学校からバスで出発し，宮崎へ。鹿附連バレーボー
ル大会後も引き続き練習に励んだ先生方と選手の方の気迫あ
ふれるプレーで会場が盛り上がりました。勝利まであと1歩と
いう結果でしたが，全力でボールをつ
なぎ，鹿児島のパワーをアピールしま
した。親睦会でも他校の方 と々交流が
深まり，有意義な一日となりました。

　皆様のおかげで，平成 26年度鹿児島県PTA広報紙コン
クールにおいて佳作賞，市広報紙コンクールにおいて優良
賞をいただくことができました。
　御協力いただいた皆様に感謝申し上げます。
　今後も家庭と学校，子どもたちをつなぐ懸け橋となる広報
紙作りを目指します。

修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行

宿泊学習宿泊学習宿泊学習宿泊学習 11月5日～6日11月4日～6日

11月3日～6日　日本の文化と歴史，世界の観光都市にふれる旅 2年生2年生

3年生3年生1年生1年生

農業，林業
自然体験

横岳登山

ものづくり

1
日目

2
日目

3
日目

　

生
活
部
で
は
、
登
校

時
の
あ
い
さ
つ
運
動
、
公

共
交
通
機
関
の
利
用
マ

ナ
ー
の
実
態
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒

の
校
外
で
の
様
子
を
見

守
る
活
動
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
交
通
マ
ナ
ー
に

関
し
て
は
、
家
庭
と
学
校
の
指
導
に
よ
り
改
善
が
み
ら
れ

る
よ
う
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
指
摘
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
通
学
範
囲
が
広
く
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す

る
生
徒
が
多
い
附
中
生
の
登
下
校
時
の
行
動
は
日
々
、
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
共
の
場
所
で
の
服
装
や
ふ
る
ま
い
に

つ
い
て
、
生
活
部
便
り
で
情
報
を
共
有
し
、
親
子
で
話
す

機
会
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
願
い
、
生
活
指
導
や
基

本
的
生
活
習
慣
の
定
着
の
取
組
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　附中生の基礎体力向上を図るために家庭でもできる「ピラ
ティス」を導入し，夏休みに親子で取り組む活動を行いました。
各学年のＭＴ（モーニングタイム）の時間に講師の貴島真由
美さんをお招きして子どもたちに正しい姿勢とバランスの良い
体つくりについて伝えました。

ＰＴＡセミナー　H27.7.10（金）

研修視察旅行　　　　　　　　 H27.9.29（火）

研修部
保健室から見た附中生の現在

本校養護教諭　藤田　倫子先生
　保健室を訪れる子どもたちとの対話から，日々
感じていらっしゃることを，生活習慣のアンケート
結果を交えながらお話をしていただきました。

　「家庭は安らぐ場で，親が大好き。家庭での笑顔は子ども
たちの元気の源です。子どもは自立する力を秘めているので，
子どもの自主性を重んじ目配りしながら，子どもの困っている
事に寄り添い，一緒に考えていきましょう。」と，思春期の子
どもとの向き合い方に，多くの保護者が耳を傾けました。

　甲南高校と鹿児島高校の建学理念，進学状況を各学校の
先生からお聞きし，授業風景や施設を見学しました。お昼は
サンロイヤルホテルにて鹿児島のお茶を使った特別メニュー
をいただきました。
　鹿児島市交通局では電車整備工場や資料館を視察しまし
た。進路や交通の安全や公共のマナーについて考える実り
多い一日となりました。悪天候の中，100名を超えるPTA
会員の参加をいただきました。

　

本
校
卒
業
生
の
同
窓
会

よ
り
中
学
生
の
後
輩
た
ち

へ
左
記
の
品
を
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。

● 

体
育
館
の
電
動
大
型
ス

ク
リ
ー
ン

● 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
二
台

● 

附
属
中
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

内
容
充
実

恵
ま
れ
た
環
境
設
備
に
感
謝

し
、
更
な
る
学
び
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
り
よ
い
環
境
の
た
め
に

同
窓
会
か
ら

　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト

全員で応援全員で応援中1チーム優勝中1チーム優勝

い  ま

甲南高校　　　→　　鹿児島高校　　→　　鹿児島市交通局コース

発会式発会式

宿
泊
学
習
を
振
り
返
っ
て

　
実
行
委
員
長
　
三
好
　
伶
旺

　

僕
た
ち
百
九
十
九
名
は
、
こ

れ
か
ら
の
未
来
の
た
め
に
こ
の
三

日
間
で
、
全
体
が
成
長
で
き
る

よ
う
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
三
日
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘

れ
ず
に
、
学
校
や
家
庭
生
活
に

生
か
し
て
、
行
動
で
人
を
感
動

さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。

自然と共存，仲間と協同
「199の未来への挑戦
はつらつとした笑顔で深い絆を目指す旅」

社会につながる大人への一歩

修
学
旅
行
を
振
り
返
っ
て

実
行
委
員
長
　
荒
田
　
健
友

　

修
学
旅
行
で
は
、
普

段
と
違
う
生
活
を
送
り
、

た
く
さ
ん
の
事
を
学
び

ま
し
た
。
一
人
一
人
の
よ

さ
や
伸
ば
す
べ
き
所
を

し
っ
か
り
自
覚
し
、
こ
れ

か
ら
の
生
活
に
生
か
せ

る
よ
う
に
百
九
十
八
人

全
員
で
高
め
合
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

● 　周りを見ながら臨機応変に働く大切さと自分の力を
誰かのために尽くすすばらしさを学びました。

● 　表に見えることの裏には，その何倍もの苦労がかくれ
ていることがわかりました。仕事の裏に何があるのかを
見て，それに対して自分ができることを考えて行動でき
る人になりたいです。

● 　一生懸命仕事をされている姿がとてもかっこいいと思
い，将来自分もそのようになれたら良いなと思いました。

生徒たちの感想より生徒たちの感想より
収穫作業収穫作業 キャンプファイヤーの準備キャンプファイヤーの準備

山頂にて山頂にて 焼板作り焼板作り

それぞれの体験を通して多くの方々に御協力いただきました。そのかかわりの中でお互い
を思いやる気持ち，感謝する心，自ら考える力など，人間的にひとまわり大きくなりました。

4日目4日目 神戸異人館地区散策・人と防災未来センター
神戸ハーバーランド
神戸異人館地区散策・人と防災未来センター
神戸ハーバーランド 3日目3日目 平等院鳳凰堂・ユニバーサルスタジオジャパン平等院鳳凰堂・ユニバーサルスタジオジャパン

1日目1日目 奈良・東大寺・薬師寺奈良・東大寺・薬師寺 2日目2日目 京都自主研修京都自主研修

平等院平等院

伏見稲荷伏見稲荷

東大寺東大寺

東大寺東大寺

異人館異人館

地主神社地主神社薬師寺薬師寺

清水寺清水寺 鹿苑寺金閣鹿苑寺金閣結団式結団式

新幹線さくら新幹線さくら

様 な々業種48ヶ所の事業所に御協力いただきました。様 な々業種48ヶ所の事業所に御協力いただきました。

桜島フェリー桜島フェリー

南日本放送南日本放送

錦ヶ丘幼稚園錦ヶ丘幼稚園平川動物公園平川動物公園

おいどん市場おいどん市場


